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 本年４月、文部科学省により、全国の小学校第６学年・義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学

校小学部第６学年、中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、中等教育学校前期課程第３学

年、特別支援学校中学部第３学年の全児童生徒を対象に「全国学力・学習状況調査」が実施されまし

た。 

 本市の調査実施校は小学校１９校、中学校８校、義務教育学校２校の合計２９校です。 
小学校 
（１）教科に関する調査 
   ○国語科 ○算数科  
（２）生活習慣や学習環境に関する調査 
   ○児童質問  
（３）学校における指導方法に関する調査 
○学校質問 

中学校 
（１）教科に関する調査 
   ○国語科 ○数学科  
（２）生活習慣や学習環境に関する調査 
   ○生徒質問  
（３）学校における指導方法に関する調査 
○学校質問 

 

本市の校種・教科区分別平均正答率（％） 
小学校 成 田 市 千 葉 県 全 国  中学校 成 田 市 千 葉 県 全 国 

国 語 68 67 67.7  国 語 56 57 58.1 

算 数 62 63 63.4  数 学 48 51 52.5 
 
※文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第１位まで、千葉県及び成田市の平均正答率は小数点以下
を四捨五入した結果を示しています。 

 

千葉県・全国平均との比較 （全国平均を１００とする） 

小学校                     中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○国語科においては、全国・県平均を上回りまし
た。 
○算数科においては、全国・県平均を下回りまし
た。 

 

 ○国語科においては、全国・県平均を下回りまし
た。 

○数学科においては、全国・県平均を下回りまし
た。 

 

作成：成田市教育委員会 令和６年９月 
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小学校 領域・観点別平均正答率 （全国の正答率を 100 とする）        

国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 

 

○領域・観点別・解答形式それぞれの項目で概ね良好な結
果が得られましたが、「書くこと」の問題で課題が見られ
ました。 

○全国・県平均と比較し、同等あるいは下回る結果となりま

した。特に「数と計算」「データの活用」の領域、「思考・

判断・表現」が問われる設問、「記述式」の解答形式に課

題が見られました。 

結果が良好だった設問（平均正答率） 

国語「読むこと」 

人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現 
の効果を考えたりすることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

算数「図形」 

直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理 
解できています。 
 

課題が見られた設問（平均正答率） 

国語「書くこと」 

目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書く
など、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること
に課題が見られました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

算数「変化と関係」 

道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、
その理由を言葉や数を用いて記述することに課題が見られ
ました。 

 

 ワンポイントアドバイス 
 

国  語 
〇自分の考えをわかりやすく伝えるためには、書き表し方を工夫することが大切です。例えば事実と感想、
意見を区別するために、文末表現に注意して読み取ったり書いたりすると、自分にとっても考えを深める
ことにつながり、相手にとってもよく理解できるものになります。また、様々な情報の中から必要な情報
を選ぶ力も身に付けましょう。 

算  数 
〇算数を学ぶときは、基本の理解と「なぜこの方法が使えるのか？」と考えることが大切です。また「他に
はどんな方法がある？」と周りの人に問いかけてみることで考えが深まることがあります。また、言葉に
よる表現とともに、図、式、表、グラフといった様々な表現の方法を用いて、説明できる力も身につけまし
ょう。 
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成田市で多かった誤答例 
反応率 ３４．３％ 

 

小学校国語 課題が見られた問題「書くこと」設問２二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国語科 ここに気を付けよう！ 

事実と意見を区別して、自分の考えが伝わるように書こう！  

高
山
さ
ん
の
学
級
で
は
、
学
校
の
よ
さ
を
伝
え
る
文
章
を
書
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
高
山
さ
ん
は
学
校
の
よ
さ
を
考
え
な
が
ら
メ
モ
を
書
き
、
文
章
に
書
く
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
次
は
【
高
山
さ
ん
の
メ
モ
】
と
【
高
山
さ
ん
の
考
え
】
で
す
。

こ
れ
ら
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。 

 

高
山
さ
ん
は
、
次
の
【
高
山
さ
ん
の
文
章
】
の
あ
あ
あ
に
、
【
高
山
さ
ん
の
取
材
メ
モ
】
を

も
と
に
し
て
考
え
た
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
が
高
山

さ
ん
な
ら
、
あ
あ
あ
に
入
る
内
容
を
ど
の
よ
う
に
書
き
ま
す
か
。
あ
と
の
条
件
に
合
わ
せ
て

書
き
ま
し
ょ
う
。 

〈
条
件
〉 

○
「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
さ
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。 

○
【
高
山
さ
ん
の
取
材
メ
モ
】
の
下
級
生
に
聞
い
た
こ
と
か
ら
言
葉
や
文
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○
六
十
字
以
上
、
百
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

国立教育政策研究所「令和６年度全国学力・学習状況調査の調査問題・ 
正答例・報告書」より引用、以下同じ 

条
件
②
は
満
た
し
て
い
る
が
、
条
件
①
は
満
た
し
て
い
な
い
も
の
。 

※
条
件
③
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
問
と
す
る
。 

（
誤
答
例
）
そ
の
結
果
、
「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
一
年
生 

や
、
「
好
き
な
遊
び
や
新
し
い
友
達
が
増
え
た
」
と
い
う
三
年
生
、
「
み
ん
な
が
楽 

し
そ
う
だ
っ
た
」
と
い
う
四
年
生
が
い
ま
し
た
。
（
８２

字
） 

 

（
正
答
例
）
「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
一
年
生
や
、
「
み
ん
な 

が
楽
し
そ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
四
年
生
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、 

「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
年
を
こ
え
た
交
流
が
で
き
る
と
こ
ろ 

だ
と
思
い
ま
す
。
（
１００

字
） 

成田市では、この設問の正答率が全国平

均に比べ低い傾向が見られました。誤答を

分析すると、条件の読み取りに課題が見ら

れました。 

設問に示されている情報（取材メモ）は

事実であることを捉え、文章を書く目的や意

図を理解し、自分の意見が伝わるように書

き表し方を工夫しましょう。 

また、設問の文章から、全体の構成を捉

え、似ている表現を見付け、文章構成の参

考にするとよいでしょう。（２段落は具体例

①「運動会」、３段落は具体例②「たてわり

遊び」という構成） 
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「かかった時間が短い」方が、「歩く速さは速い」から ⇒ かなたさんの方が速い 

実際に計算をし、かなたさんは分速６０ｍ、ほのかさんは分速５０ｍ、よって、かなたさんの方が速い 

 

 

 

小学校算数 課題が見られた問題「変化と関係」設問４(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答例１） 

 

 

（解答例２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数科 ここに気を付けよう！ 

道のりは等しい！かかった時間が異なるなら… 

 

道のりは２人とも１２００ｍで等しい かかった時間は２０分間と２４分間 速さはどうなる？ 

（正答例）次の（ア）または（イ）について記述しているもの。 

1. かなたさんとほのかさんが歩いた道のりが等しいことを表す言葉や数 

2. かなたさんがかかった時間がほのかさんがかかった時間よりも短いことを表す言葉や数 

（誤答例）歩いた道のりが等しいことを表す言葉や数は記述しているものの、かかった時間が 

かなたさんの方がほのかさんより短いことを表す言葉や数の記述がない。 

 

成田市で多かった誤答例 
反応率 ３１．８％ 

成田市では、この設問の正答率は 25.7%と特に低く、全国・県平均に比べても、低い傾向が見られ

ました。この問題は、道のり・速さ・時間の関係について、２人の道のりが等しいことに気づき、そのうえで  

『かかった時間はかなたさんの方が短いな』それなら『かなたさんの方が歩く速さは速いな』 

と、数量の関係を捉え、筋道を立てて考える必要がありました。何でも公式に当てはめて計算すればよい

というわけではありません。 

このように、図や文章から情報を読み取り、どちらが速いかを判断し、それらを説明する力が求められ

ています。まさに、算数・数学科のねらいである「日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立て

て考察する力」を育てることが大切です。 

 

無解答率 ５．９％ 
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中学校 領域・観点別平均正答率 （全国の正答率を 100 とする）  

国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 

 

○「読むこと」の領域で良好な結果が得られました。

「思考・判断・表現」よりも「知識・技能」の観点で

課題が見られました。解答形式では、選択式に課題

が見られました。 

○全国・県の平均正答率よりも下回る結果となりまし

た。特に「データの活用」の領域、「思考・判断・表

現」の観点、「記述式」の解答形式に課題が見られ

ました。 

結果が良好だった設問（平均正答率） 
国語「書くこと」 
目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えた 

いことを明確にすることができました。 
 
 
 
 
 
 
 

数学「数と式」 
問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負

の数の加法の計算ができました。 

課題が見られた設問（平均正答率） 

国語「書くこと」 
表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる

文章になるように工夫することに課題が見られました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

数学「データの活用」 
複数の集団のデータの分析の傾向を比較して読み取り、
判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題が
見られました。 

 

ワンポイントアドバイス 
 

国  語  

〇自分の考えをわかりやすく伝えるためには、表現の工夫が大切です。例えば、物語の様子や場面、行動

や心情などを、読み手が言葉を通して具体的に想像できるように描写しましょう。また、普段の読書や物

語文・説明文・詩の学習において、効果的な表現技法や語彙を増やすことを意識できると、より効果的

な語句や表現を選択できるようになります。 

数  学 

〇データの活用は、用語を覚え、データ分析した結果を数学的な表現を用いて説明することが大切となり 

ます。ロイロノートなどを活用して、多様な考えや表現方法に触れましょう。「なるほどな」「使えそうだ 

な」と思ったことは、考えを整理し、アウトプット（書く、話す、発表する）を心がけましょう。理解が深まる 

と類題にも応用が効かせられるようになります。 
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成田市で多かった誤答例 
反応率 ２６．３％ 

中学校国語 課題が見られた問題「書くこと」設問３四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表現の効果を考えて描写し、その効果を説明する！ 

の 

べ 

 

佐
藤
さ
ん
は
、
国
語
の
時
間
に
、
「
体
験
を
も
と
に
、
身
近
な
も
の
を
登
場
人
物
に
し
た
物
語
を
書
く
」
と
い
う
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
次
は
、
佐
藤
さ
ん
が
構
想
を
ま
と

め
た
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
と
【
物
語
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
（
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
及
び
【
物
語
の
下
書
き
】
の
１
か
ら
４
は
場
面
の
番

号
を
表
し
ま
す
。
） 

 

佐
藤
さ
ん
は
、
【
物
語
の
下
書
き
】
の
あ
あ
あ
の
部
分
で
、
【
ノ
ー
ト
の
一
部
】
の
４
の
場
面
の
「
僕
」
の
心
情
を
伝
え
て
物
語
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
書
き
ま
す
か
。
次
の
ア
、
イ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消
し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

ア 

「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
」
に
続
け
て
、
表
現
を
工
夫
し
て
書
き
な
さ
い
。 

イ 

あ
な
た
が
ア
で
書
い
た
表
現
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。 

条
件
①
を
満
た
し
、
条
件
②
を
満
た
さ
な
い
で
解
答
し
て
い
る
も
の 

（
正
答
の
条
件
）
① 

ア
に
「
あ
の
日
か
ら
数
日
が
過
ぎ
た
。
」
に
適
切
に
続
く
よ
う
に
、
表
現
を
工
夫
し
て
物
語
の
最
後
の 

場
面
を
書
い
て
い
る
。 

② 

イ
に
、
ア
の
よ
う
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
「
僕
」
の
次
の
出
番
へ
の
期
待
を
伝
え
る
上
で
、
ど
の
よ
う 

な
効
果
が
あ
る
の
か
を
具
体
的
に
書
い
て
い
る
。 

（
誤
答
例
）
ア 

僕
は
ま
た
本
棚
に
し
ま
わ
れ
た
。
で
も
、
今
度
は
君
と
近
い
距
離
。
ま
た
使
わ
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る
。 

イ 

久
し
ぶ
り
に
使
っ
た
よ
さ
に
「
君
」
が
気
付
き
、
「
僕
」
を
近
く
に
置
い
て
く
れ
た
こ
と
を
表
現
し
た
。 

 

（
正
答
例
）
ア 

窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
、
今
日
も
僕
は
い
つ
も
の
場
所
で
君
を
待
っ
て
い
る
。 

イ 

「
窓
か
ら
差
し
込
む
光
を
浴
び
な
が
ら
」
の
よ
う
に
情
景
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
「
僕
」
の
期
待
感
が
印
象
的 

に
伝
わ
る
。 

成田市では、この設問の正答率が全国平均に比べ低い傾向が見られました。誤答を分析すると、条件の読み取り

に課題が見られました。（イ 効果についての説明） 

効果的な表現技法（倒置法、比喩など）とその効果を日頃から意識するとともに、設問に示されている情報（ノー

トの一部）を読み取ることも大切です。（筆者が読み手に伝えたい内容は「次の出番への期待感」） 

また、自分が伝えたいことが伝わる描写になっているかどうかを確かめるには、他者から意見をもらうことが効果

的ですので、友達と読み合ったり、ロイロノートで共有したりしてみましょう。 

 

無解答率１６．５％ 
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最小値 最大値 
中央値 

 

 

(25%) 

 

(75%) 

中学校数学 課題が見られた問題「データの活用」７(2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

箱ひげ図の基礎・基本の定着が鍵！ 

成田市で多かった誤答例 
反応率 １２．９％ 

（正答例）次の（ア）または（イ）について記述しているもの。 

（ア） 箱ひげ図の箱が、だんだんと右側にずれていっていること。 

（イ） 第１四分位数と第３四分位数が、だんだんと大きくなっていること。 

（誤答例）正答例以外で、四分位数のいずれかの値が、だんだんと大きくなっていることについて 

        記述しているもの 

 

成田市では、この設問の正答率が全国・県平均に比べ、特に低い傾向が見られました。 

この問題は説明欄に 

「10cmの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」と記載されています。 

このことから『距離が長くなる傾向』＝『箱の位置が右になる』または、 

『箱の位置が右になる』＝『第１四分位数、第３四分位数が大きくなる』 

このように、図からデータの傾向を読み取ることができるよう、見方・考え方を働かせる必要がありまし

た。そのためにも、まずは基礎・基本となる「言葉の意味」を十分に理解することが重要です。 

図→言葉、言葉→図に変換するような学習を積極的に取り入れてみましょう。 

無解答率３４．１％ 

箱ひげ図の箱は 

全体の 50%の部

分を占めている。 

箱ひげ図 用語 
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①国語の勉強は好きですか R6全国値：62.0 

 

 

 

 

②国語の授業の内容はよくわかりますか R6全国値：86.3 

 

③算数の勉強は好きですか R6全国値：61.0 

 

 

 

④算数の授業の内容はよくわかりますか R6全国値：82.1 

⑤国語の書く問題では、全ての問題で最後まで解答を書こう 

と努力した R6全国値：79.1 

 

 

 

 

 

⑥算数の言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く問題では全ての
問題で最後まで解答を書こうと努力した R6全国値：78.7 

 

⑦５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んだか R6全国値：81.9 

 

⑧授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お
互いに協力しながら課題の解決に取り組んだか 

※R6年度初出の質問のため過去データなし 

 

 

 

①国語の勉強は好きですか R6全国値：64.3 

 

 

 

 

 

②国語の授業の内容はよくわかりますか R6全国値：82.7 

③数学の勉強は好きですか R6全国値：57.2 

 

 

 

 

④数学の授業の内容はよくわかりますか R6全国値：75.7 

 

 

⑤国語の「書く問題」では全ての問題で解答を最後まで書こ 

うと努力した R6全国値：72.0 

 

 

 

 

 

⑥数学の言葉や数、式を使って、説明する問題では、全ての書く問題で最

後まで解答を書こうと努力した R6全国値：50.6 

⑦１，２年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で

考え、自分から取り組んだか R6全国値：80.3 

 

⑧授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お
互いに協力しながら課題の解決に取り組んだか 

※R6年度初出の質問のため過去データなし 

 

 

 

全国・経年比較「児童・生徒質問編」 

※回答は小・中ともに⑤⑥以外 

「当てはまる、どちらかと言えば当てはまる」を合算した値 

小学校 

中学校 
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※グラフの縦軸は、平均正答率を表しています。 

自己肯定感・規範意識に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の可能性や良さを信じたり、公正な心をもって周りの人を尊重したりすることが大切 

自己肯定感が高い児童や、規範意識が高い児童ほど正答率が高い傾向が見られました。 
 

学習習慣・ICTを活用した学習状況に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主体的で自律した学習習慣や学習方法を身に付けることが学力向上につながります。 

自分から学び方を工夫したり、主体的に課題解決に向けて取り組んだり、さらに ICT活用で友達と考えを共
有・比較できる児童ほど、正答率が高い傾向が見られました。 

 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習したことをふり返ることやわからないことをわかるまで学習する姿勢が大切！ 

間違いや分からない問題をそのままにせず、ふり返りを大切にして次の学習につなげたり、わかるまで指導を
受けている児童ほど、正答率が高い傾向が見られました。 

⑦ ⑧ 

小学校★ 生活を振り返ろう「学力と相関が見られた項目」 

⑥ 

③ ④ 

⑤ 

② ①  

72.1 
64.5 66.9 

60.9 
66.4 

60.4 64.4 
57.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

自分には、よいところがあると思いますか(%)

69.3 
61.8 

68.9 64.6 60.5 56.9 
46.4 

39.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか(%)

73.9 
69.1 68.3 

61.4 62.9 
53.3 58.3 

51.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
できている どちらかといえば、できている

どちらかといえば、できていない できていない

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに

自分で学び方を考え、工夫することはできていますか
(%)

73.6 70.2 70.4 63.4 67.7 
59.7 54.3 55.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
３時間以上 １時間以上～３時間より少ない
１時間より少ない 全くしない

学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか（学習塾や家庭教師、インターネットを活用

して学ぶ時間も含む）(%)

73.6 
66.3 67.5 

60.3 61.6 58.9 
53.2 

47.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

5年までに受けた授業では、課題解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいましたか
(%)

73.0 
65.4 66.1 

59.8 57.1 52.6 
63.5 62.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
とてもそう思う そう思う あまりそう思わない そう思わない

５年までの学習の中でタブレットなどのICT機器を活用して、

友達と考えを共有したり比べたりしやすかったですか
(%)

74.2 
68.8 68.4 

61.4 62.8 
54.3 56.7 51.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を

見直し，次の学習につなげることができていますか
(%)

71.1 
64.0 68.2 

61.3 65.8 
58.2 57.1 58.5 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 算数
当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していない

ところについて、わかるまで教えてくれていると思いますか
(%)
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※グラフの縦軸は、平均正答率を表しています。 

生活習慣・好奇心・共感力に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゲーム時間の適度な制限や、多様な意見交換やディスカッションをすることが大切 

多様な意見を受け入れ、考える楽しさを感じている生徒ほど正答率が高い傾向にあります。 
 

学習習慣・ICTを活用した学習状況に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学習習慣の確立や学び方を工夫すること、ICT機器の活用と友達との協力学習が重要 

授業や家庭学習の中で、自分の学び方を模索し、問題に直面した時の解決策を自ら見つける力を高めること
が、学力向上につながる可能性があります。 
 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容のふり返りや、自分の考えを伝えるために工夫して発表することを心がけよう 

自分が理解できた点と理解しにくかった点を整理し、課題解決の方法を見つけ、復習する習慣が大切で
す。また、自分の考えをつたえるために資料や話し方を工夫することを心がけましょう。  

中学校★ 生活を振り返ろう「学力と相関が見られた項目」 

② ① 

⑥ 

③ ④ 

⑤ 

⑦ ⑧ 

46.8 
37.1 

53.2 
44.5 

63.0 
55.2 

62.7 
53.4 

0

20

40

60

80

国語 数学

４時間以上 １時間以上～４時間より少ない １時間より少ない 全くしない

平日、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲーム、携帯式

のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか

(%)
58.2 

51.1 
57.7 

48.2 54.0 
45.2 

53.1 
42.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 数学
当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い

ますか(%)

62.9 
56.1 57.3 

47.9 48.8 
39.6 41.3 

35.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 数学
できている どちらかといえば、できている
どちらかといえば、できていない できていない

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに

自分で学び方を考え、工夫することはできていますか
(%)

61.3 54.8 57.9 
49.7 54.9 

44.7 50.8 
39.1 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 数学
３時間以上 １時間以上～３時間より少ない １時間より少ない 全くしない

学校の授業時間以外に、平日、１日当たりどれくらいの

時間、勉強をしますか（学習塾や家庭教師、インター

ネットを活用して学ぶ時間も含む）
(%)

62.8 
55.2 58.9 

50.8 52.5 
43.1 

49.8 
37.6 38.2 

31.7 

0

20

40

60

80

国語 数学
発表していた どちらかといえば、発表していた
どちらかといえば、発表していなかった 発表していなかった
考えを発表する機会はなかった

２年までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の

考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して

発表していましたか

(%)

63.1 
57.1 56.0 

46.7 51.5 
41.5 

48.9 
36.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

国語 数学
当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

学習した内容について，分かった点や，よく分からなかった点を

見直し，次の学習につなげることができていますか
(%)


